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研究成果の概要（和文）：生体内の慢性的な炎症は、がん細胞の発生や増殖に関わる。食事が炎症に与える影響
を総合的に評価する指標としてDietary Inflammatory Index （DII）が国際的に使われている。日本人ではその
妥当性は明らかではないため、炎症マーカーを用いて検討した。さらにDIIと大腸がんの関連を検討した。その
結果、男性ではDIIと炎症マーカーに正の関連がみられたが、女性ではみられなかった。さらに、約9万人を対象
とするコホートでDIIと大腸がんの関連をみたところ、男性ではDIIと大腸がんリスクの間に正の関連の傾向がみ
られたが、女性では関連はみられなかった。

研究成果の概要（英文）：Chronic inflammation status is involved in the development and proliferation
 of cancer cells. The Dietary Inflammatory Index (DII) is used internationally as a comprehensive 
index to measure impact of diet on inflammation status. There are no validation studies among DII 
score in Japan, therefore, we examined the association between DII scores and inflammatory 
biomarkers, and further examined the association between DII and colorectal cancer risk as a one of 
the inflammation related diseases. As a result of validation study using biomarkers, the validity 
was confirmed in men, but not in women. In addition, a positive association between DII score and 
colorectal cancer risk was observed in men in a prospective cohort study among 90,000 participants 
in Japan. However, no association was observed in Japanese women. 
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本人を対象としたバイオマーカーを用いたDIIの妥当性研究は、本研究期間中に本研究の成果を含む2報が報告
された。これらの結果を比較すると、男性・女性に分けたときの結果は研究間で結論が一致していなかった。し
たがって、日本人においてDIIを用いた食事評価を行うためにはさらなる検討が必要だと考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 炎症は、がん細胞の発生や増殖に関わることが知られている。一方、我が国では、大腸が
んの罹患数が近年増加しており、その予防法の探索が喫緊の課題であるが、炎症が大腸がん
の一つのリスクであることも報告されている 1)。大腸がんの予防には、抗炎症能の高い野菜
の摂取量を増やすことが有効である可能性があるが、日本人を対象とした研究のメタ解析
では統一した見解が得られていない 2)。 
 統一した見解が得られていない背景に、野菜の種類によって抗炎症作用に関わる有効成
分の量が異なることが考えられる。そのため、総摂取量のみで野菜の抗炎症能を正しく評価
することは困難である 3)。さらに、日本人は緑茶や大豆など抗炎症能の高い食品・栄養素を
野菜以外にも日常的に摂取している 4,5)。したがって、食事が生体の炎症・発がんに及ぼす
影響をより正確に評価するためには、食事が炎症に及ぼす影響を総合的に評価する必要が
ある。 
 近年、炎症に特化した食事の評価指標として、Dietary Inflammatory Index（DII）が開発さ
れた 6)。DIIは、食事記録あるいは食物摂取頻度調査票から得られた栄養素等摂取量・食品
摂取量から計算することができる。DII開発者の Shivappaらは、栄養素・食品それぞれが炎
症に及ぼす影響を文献に基づいてスコア化し、一覧にしたデータベースを公表している 6)。
このスコアは、論文 1943報（1950～2007年出版）の結果に加え、論文のエビデンスレベル、
出版数によって重みづけされている。データベースには、栄養素・食品合計 45項目のスコ
アが記載されている。食事調査から得られた各摂取量とこのデータベース中のスコアを掛
け合わせ、摂取量で重みづけしたスコアを合計した値が DIIとなる。値が正であれば炎症を
促進する食事、負であれば炎症を抑制する食事と評価できる。 
 国外では DII高値が大腸がんのリスクになると報告されているが 7)、DII高値を構成する
食品の種類は日本人と異なると想定される。現時点では、日本人を対象に DIIと大腸がんの
関連は検討されておらず、DIIが及ぼす影響は不明である。 
 申請者はこれまでに、野菜のもつ抗炎症作用に着目し、運動後に生じる炎症との関連解明
に取り組んできた。しかし、人は様々な栄養素・食品を組み合わせた「食事」を摂っている。
したがって、栄養素・食品がもつ抗炎症能・炎症促進能を総合的に評価し、疾病との関連を
検討する必要があると考えた。個々の食品のがん予防効果を明らかにすることも重要であ
るが、抗炎症能の高い「食事」に予防効果があることが明らかとなれば、より自由な食品選
択のもとに健康増進が可能となるかもしれない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、食物摂取頻度調査票から計算した DIIについて日本人における妥当性を血中炎
症マーカーを用いて検討し、さらに大規模コホート研究において DIIと大腸がんリスクの関
連を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 多目的コホート研究における食物摂取頻度調査票から計算した DII スコアと炎症マー
カーの関連 
 対象は、国立がん研究センターが実施している多目的コホート研究（JPHC研究）参加者
のうち、1995～1998年に行った食事の妥当性研究に参加した 40歳以上 70歳未満の男女 565
人とした（コホートⅠは 215名、コホートⅡは 350名）。用いた食事調査方法は FFQおよび
28日間の食事記録（DR）であり、FFQは 1年の間隔をあけて 2回実施した。DRは 1回目
の FFQ実施後に実施した。1季節に連続 7日間の調査とし、1年間で 4回、合計 28日間の
調査を行った。また、食事調査と同時に収集した血液を用いて、血中炎症マーカーである高
感度 C反応性たんぱく質（hs-CRP）およびインターロイキン-6（IL-6）を測定した。 
 統計解析では、FFQおよび DRから計算した DII同士の相関係数および重み付きκ係数を
計算した。また、各 DIIと血中炎症マーカーの関連については、DIIスコアを 4分位に分け
て血中炎症マーカーの濃度を比較した。食事以外の影響を統計学的に除くため、年齢、喫煙、
運動習慣、Body Mass Indexで調整した。また、2つのコホートでは調査年が異なるため、コ
ホート別に解析を行った。 
 
(2) 多目的コホート研究における DIIと大腸がんリスクの関連 
 国立がん研究センターが実施している JPHC研究参加者の男女約 9万人を対象に、5年後
調査時の FFQ データから DIIを計算し、がん罹患リスクを検討した（追跡期間約 11年）。
統計解析は、DIIスコアに基づき対象を 4分位に分け、第 1四分位を基準とし、各群のハザ
ード比と 95%信頼区間を計算した。さらに、DII値依存的にハザード比が上昇するか傾向性
の検定を行った。交絡因子として、追跡開始時の年齢、調査地域、喫煙習慣、体格（BMI）、
身体活動量、エネルギー摂取量などを統計的に調整した。 
 
４．研究成果 
(1)  多目的コホート研究における食物摂取頻度調査票から計算した DIIスコアと炎症マー
カーの関連 



 FFQと DRから計算した DIIスコア同士の相関係数は、コホートⅠでは男性で 0.35、女性
で 0.39、コホートⅡでは男性で 0.48、女性で 0.47だった。さらに、κ係数はいずれも 0.8を
超える高い一致度が示された。 
 DIIスコアと炎症マーカーの関連については、男性では DRおよび FFQのいずれにおいて
も、DII スコアが高いほど IL-6 濃度が高くなり、統計学的有意な正の関連がみられた。一
方、女性では DIIと炎症マーカーの間に関連はみられなかった。ただし、男女とも、DIIスコ
アと hs-CRPには統計学的有意な関連はみられなかった。 
 

 以上の結果から、日本人男性においては DR および FFQ から計算した DIIスコアは、疫
学研究を行うために必要な、ある程度の妥当性があることが明らかとなった。男性において
hs-CRP ではなく IL-6で関連がみられた理由の一つとして、IL-6が hs-CRPの上流マーカー
であることが考えられる。IL-6は肝細胞に作用して hs-CRPの産生を促すはたらきがあるこ
とから、IL-6は hs-CRPに比べて敏感な炎症マーカーであると考えられており、循環器系疾
患では CRPよりも IL-6との関連が観察できるという報告もある。 
 日本人女性において、DIIスコアと炎症マーカーの関連が観察されなかった原因は明らか
ではないが、DIIスコアの平均値が男性に比べて低いことから、関連が見えにくかった可能
性がある。さらに、本研究では炎症状態に影響を与える女性の生殖関連要因（月経周期やホ
ルモン補充療法の有無）を調整できなかったことが限界として挙げられる。 
 これらの成果は、Nutrition. 2020 Jan;69:110569において発表した。 
 
(2) 多目的コホート研究における DIIと大腸がんリスクの関連 
 約 9 万人を対象とした大規模コホート研究のデータを用いて、FFQ から算出した DII ス
コアと大腸がんリスクの関連を検討した。その結果、男性では DIIと大腸がんリスクに正の
関連の傾向がみられた。一方、女性では DIIと大腸がんに関連はみられなかった。女性で関
連がみられなかった要因については、研究（1）において血中炎症マーカーを用いた妥当性
を確認できなかったことから、食事の炎症修飾能を適切に評価できなかったことが一つの
原因と考えられる。現在、これらの成果をまとめ、論文投稿準備を行っている。 
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